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平成 29年６月 26日 

第１回岩国医療センター跡地のまちづくりに係る意見交換会 議事要旨 

■日時 平成 29年６月 26日（月） 

■場所 灘供用会館 

■議事要旨 

1. まちづくり構想策定の目的について 

2. 検討内容及び予定スケジュールについて 

3. 意向調査等を踏まえた導入機能の方針について（平成 28年度成果） 

 

■主な意見要旨 

〇自治会長 質問１ 

・新たな福祉の交流拠点に求められる方針として６つの分野が示されているが、全て網羅したものを整

備するのか。 

●事務局 回答 

・方針として示した６つの分野のなかから取捨選択し、市として配置すべき機能を整理して、土地利用

計画として取りまとめたいと考えている。 

〇自治会長 質問２ 

・全体の事業スケジュールはないのか。 

●事務局 回答 

・構想策定は２か年を予定しており、事業全体としては概ね 10年程度を想定している。 

〇自治会長 質問３ 

・施設整備後の運営主体はどうなるのか。 

●事務局 回答 

・運営主体は現段階では決まってはいない。機能や運用の仕方によって運営主体を考えていく必要があ

る。 

〇自治会長 質問４ 

・拠点施設には避難場所の機能も整備をして欲しい。 

●事務局 回答 

・計画地は土砂災害警戒区域に指定されており、避難場所として整備可能かどうか含め、検討材料の一

つにさせて頂きたい。 

〇自治会長 質問５ 

・岩国医療センター跡地の利用については、総合支援学校や灘共用会館の移転など、地元では様々な噂

があるが、実状はどうなっているのか。 

●事務局 回答 

・総合支援学校は平成 25年頃に要望が出た経緯があるが、現時点では医療センター跡地への移転はない。

また、供用会館についても現在のところ移転計画はない。 

・この説明会は、現在の状況を説明し、誤解を解く事も目的の一つだと考えている。事業の方向性は決

まっているが、具体的な施設としてはまだ決まっていないので、皆さんの意見も伺いながら検討を重



 2 / 2 

 

ね、今後、どのようにしていくかをまたご報告したいと考えている。 

〇自治会長 質問６ 

・高齢者や障害者の方の終の棲家となるような受け入れ施設の整備を提案したい。 

●事務局 回答 

・高齢者や障害者の方の受け入れ施設については、土砂災害警戒区域に入所施設を整備することになる

ため、県や国といった許可権者等も含めて検討する必要がある。市全体のなかでの役割分担も考えな

がら、黒磯に何かできるのかを検討していかなければならないと考えている。 

〇自治会長 質問７ 

・立派な施設ができると期待しているが、入り口部分に踏切がありアクセスの改善が必要ではないか。 

●事務局 回答 

・交通アクセスは、アンケート調査や検討委員会、地域の方からも様々な意見を伺っている。市として

も交通アクセスの改善は必須だと考えており、今後、様々な案の比較検討を行い、皆様のご協力も頂

きながら交通アクセスの改善を検討していきたい。 

〇自治会長 質問８ 

・岩国南バイパス延伸との関係はどのようになるのか。 

●事務局 回答 

・岩国南バイパス延伸については、すぐに整備が出来るものではなく、まだ位置も決まっていない状況

である。今後の岩国南バイパスの状況を把握しながら、黒磯の交通アクセスを検討していく必要があ

る。 

〇自治会長 質問９ 

・医療施設の誘致の優先度を上げて、拠点となる病院を作って欲しい。 

●事務局 回答 

・医療施設の誘致は、平成 24 年の市議会で請願が採択されており、この計画とは別に取り組んでいる。

全国的な医師不足のなかで難しい問題であるが、地域医療の担当課と連携しながら努力していきたい。 

 

以上 


